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    コンセントリモコン使用説明書     

～「リモコンコンセント」取扱説明書（台紙）も合わせてご覧ください～ 

◆ 概要 

 コンセントリモコンはオーム電機製「リモコンコンセント」を外部スイッチで操作するリモコンで、離れ

たところからＡＣコンセントを安全にオンオフできます。 

 ４つの動作方法から選択できます。 

 ２つのスイッチを接続し、一方のスイッチを押すとオン、もう一方を押すとオフ 

 スイッチを押している間オン、離すとオフ 

 スイッチを押すごとにオンオフを交互に繰り返す 

 スイッチを押すとオン、一定時間後にオフ 

 リセットボタンを押すと即座にオフにできます。 

    

◆ 各部の名称と機能 

  

 保持時間設定つまみ 動作設定ダイヤル 

 動作設定２，３のとき  

連続操作の制限時間を 

設定します。（0～５秒） 

動作のしかたを選択しま

す 

 動作設定４のとき  

コンセントオンの時間を 

設定します。 

（0.5 秒～3 分） 

 

 送信確認ランプ リセットボタン 

 リモコン信号送信時 

点灯します 

コンセントを即座にオフ

にします。 

 スイッチＡジャック スイッチＢジャック 

 スイッチを接続します 

動作設定１のとき 

コンセントオン操作 

動作設定２，３，４のとき 

１スイッチ操作 

 

動作設定１のとき 

コンセントオフ操作用 

スイッチを接続します。 

（リセットボタンと同じ） 

 リモコン送信部 

 矢印をリモコンコンセント

の受信部に向けます。 

リモコン信号が送信 

されます。 

  

 

 

 
 リモコンコンセント  

 受信機本体 リモコン送信機 

 
受信部

コンセントリモコン使用時

は不要です。 

  

 コンセント  
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◆ ご使用の前に 

 うらぶたを開け単４電池２本を入れてください。（出荷時実装済み） 

 スイッチＡジャックに操作用スイッチを接続してください。 

 必要であればスイッチＢジャックに操作用スイッチを接続してください。 

 受信機本体をＡＣコンセントに差し込んでください。 

 リモコン送信機に付属のボタン電池を入れてください。 

 リモコン送信機の「ＯＮ」、「ＯＦＦ」ボタンを押したときに受信機本体でカチッと音がして受信部のラン

プが点灯／消灯することを確認してください。 

 受信機本体のコンセントに操作したいもののプラグを差し込み、リモコン送信機でオン／オフできる

ことを確認してください。 

 コンセントリモコンの矢印をおよそ受信機本体受信部に向けて置いてください。 

 リモコン送信機の「ＯＮ」ボタンでコンセントをオンにした後コンセントリモコンのリセットボタンを押す

とコンセントがオフになることを確認してください。 

 

◆ 使い方 

 ４つの動作方法があり、動作設定ダイヤルで選択します。 

 動作設定ダイヤルは小さいドライバーで回してください。 

 ダイヤルの矢印を１から４の数字に合わせてください。数字と数字の間や数字の無いところに合わ

せると希望と異なった動作をすることがあります。 

 リモコン信号送信時送信確認ランプが短時間点灯します。 

 動作設定１： 

 Ａ，Ｂ２つのスイッチを接続し、スイッチＡを押すとコンセントがオン、Ｂを押すとオフになります。 

 ２つのスイッチはリモコン送信機の「ＯＮ」「ＯＦＦ」ボタンと同じ働きをします。 

 リセットボタンはスイッチＢと同じ働きをし、押すとコンセントがオフになります。 

 保持時間設定つまみは動作に影響しません。 

 動作設定２： 

 スイッチＡを押すと、押している間コンセントがオンになります。 

 スイッチＡを離すとコンセントはオフになります。 

 スイッチＡを押してコンセントがオンになった後すぐにスイッチＡを離した場合、保持時間設定で

設定した時間オンが継続した後オフになります。 

 スイッチＡを離してコンセントがオフになった後すぐに再びスイッチＡを押しても、保持時間設定

で設定した時間が経過していないとコンセントはオンになりません。 

 保持時間設定は０秒から約５秒まで設定できます。 

 スイッチＢまたはリセットボタンを押すとスイッチＡが押されていてもコンセントはオフになり、保

持時間もクリアされて待機状態に戻ります。 
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 動作設定３： 

 スイッチＡを押すごとにコンセントがオンオフを交互に繰り返します。 

 コンセントのオンオフが切り替わった後すぐに再びスイッチＡを押しても、保持時間設定で設定

した時間が経過していないとコンセントのオンオフは切り替わりません。 

 保持時間設定は０秒から約５秒まで設定できます。 

 スイッチＢまたはリセットボタンを押すとコンセントはオフになり、保持時間もクリアされて待機状

態に戻ります。 

 動作設定４： 

 スイッチＡを押すとコンセントがオンになり、スイッチＡを離してもオンが続き、保持時間設定で設

定した時間が経過するとオフになります。 

 設定した時間が短いときなどに、時間が経過した時点でスイッチＡが押されたままであってもコ

ンセントはオフになります。 

 保持時間設定は０．５秒から約３分まで設定できます。 

 スイッチＢまたはリセットボタンを押すとコンセントはオフになり、保持時間もクリアされて待機状

態に戻ります。 

 設定２と設定４の使い分け 

 動作設定２で保持時間設定が長めのときスイッチＡを離しても設定時間が経過するまでコンセ

ントはオンし続け、動作設定４と似た動作をします。 

 動作設定４で保持時間を数秒に設定したいときは、時間を合わせやすい設定２での使用も選

択肢にしてください。 

 動作設定２と４の大きな違いは、設定時間が経過した時点でスイッチＡが押されたままの場合

設定２ではスイッチＡがオフになるまでコンセントのオンが続くのに対し、設定４では無条件でオ

フになる点です。 

 電源スイッチはありません。待機中はほとんど電池を消費しないため電池は入れたままで差し支

えありませんが、操作スイッチが押されたままだと電池を消耗するため使用しないときはなるべくス

イッチを外しておいてください。 

 スイッチＡを押しても送信確認ランプが点灯しない場合、保持時間中である可能性があります。リセ

ットボタン（またはスイッチＢ）を押して保持時間をクリアしてください。 

 


